
令和３年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：世界展開する海外日本研究者に学ぶ 東アジアにおける知の伝播のあり方 

－漢籍の受容から考える－ 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：中根 千絵（愛知県立大学日本文化学部国語国文学科 教授） 

4.  共  催：愛知県立大学日本文化学部、愛知県立大学地域連携センター 

5. 開催日時：令和 3 年 10 月 27 日（水） 14：00～17：00 

6. 会  場：オンライン（Zoom ウェビナー）  

7. 講  師：曹 景惠 氏（国立台湾大学文学院日本語文学系所 副教授） 

8.  コメント：斎藤 夏来 氏（名古屋大学人文学研究科 教授） 

上川 通夫（愛知県立大学日本文化学部 教授） 

9. 参加者数：180 名（一般・学生） 

                 

【概 要】                【チラシ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講座の様子】             【講座の様子】 

 

 

学長挨拶で、カノンとして西洋にはラテン語

書籍、アジアには漢籍があるという本講演の世

界的な位置づけがなされた後、台湾大学と結ん

で曹先生の講演を実施した。講演内容は老子の

注釈書が日本文学（徒然草、沙石集）や中世神

道書にいかに影響を与えたかというもので、上

川先生と斎藤先生から漢籍の影響が一般の人

や武家にもあった例が示された後、聴講者との

活発な質疑応答が行われた。学部長挨拶で近世

の例も披露され、全体に充実した講演会となっ

た。 


